
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

政
局
が
風
雲
急
を
告
げ
て
い

る
。
９
月
27
日
の
石
破
新
総
裁
誕

生
か
ら
第
１
０
２
代
総
理
大
臣
就

任
、
組
閣
か
ら
所
信
表
明
、
代
表

質
問
、
党
首
討
論
を
行
い
、
10
月

９
日
解
散
で
27
日
投
開
票
と
わ
ず

か
１
カ
月
で
突
き
進
む
。
当
初
表

明
し
て
い
た
衆
参
の
予
算
委
員
会

で
の
論
戦
を
す
っ
飛
ば
し
た
が
、

裏
金
議
員
の
公
認
問
題
で
は
世
論

の
反
発
を
意
識
し
、
思
い
切
っ
た

決
断
を
下
し
た
。
自
民
党
内
を
２

分
し
た
反
石
破
陣
営
は
、
今
後
ど

ん
な
動
き
を
す
る
の
か
。
選
挙
の

結
果
次
第
で
は
党
分
裂
も
十
分
に

あ
り
得
る
。
政
界
の
一
寸
先
は
闇

な
の
だ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
政

界
大
再
編
に
ま
で
突
き
進
む
と
み

る
向
き
も
あ
る
。
派
閥
亡
き
自
民

党
の
行
く
末
は
、
行
方
す
ら
定
ま

ら
な
い
。
リ
ベ
ラ
ル
と
保
守
は
同

じ
で
は
な
い
か
と
あ
る
学
者
が
述

べ
て
い
た
が
、
政
党
間
の
距
離
は

案
外
狭
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
大
波
乱
の
予
兆
が
漂
い
始

め
て
い
る
が
、
野
党
側
は
十
分
対

応
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。（
峰
）

　

道
商
工
連
は
１
９
７
４
年
９
月

６
日
の
創
立
か
ら
半
世
紀
、
全
道

の
中
小
企
業
者
の
連
帯
と
相
互
扶

助
の
精
神
の
も
と
、中
小
企
業
者
が

　

北
海
道
商
工
連
盟（
道
商
工
連
）は
９
月
18
日
、創
立
50
周
年
記
念
・
50

年
史「
凱
風（
が
い
ふ
う
）」発
刊
記
念
祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌（
札
幌
市
中
央
区
）で
開
催
し
ま
し
た
。会
員
企
業
、顧
問
・
相
談
役
、友

誼
団
体
な
ど
か
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

抱
え
る
切
実
な
要
求
の
実
現
と
、

経
営
の「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
と
し
て

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
は
、
日
本
の
雇
用
の

道
商
工
連
創
立
50
周
年
・
50
年
史「
凱
風
」発
刊
祝
賀
会
開
く

本
道
経
済
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を

７
割
を
占
め
、
経

済
と
社
会
を
支
え

る
主
人
公
で
す
。

本
年
度
、
道
商
工

連
が
定
期
総
会
で

掲
げ
た
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
本

道
経
済
の
成
長
と

分
配
の
好
循
環
を

実
現
し
、
諸
物
価

の
高
騰
や
労
務
費

の
上
昇
に
見
合
う

原
資
の
確
保
を
含

め
た
価
格
設
定
を

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ン
全
体
で
定
着
さ
せ
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
な
ど
へ
の
、
国
や
自

治
体
に
よ
る
持
続
・
継
続
的
な
施

策
の
実
施
を
求
め
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。何
度
も
押
し
寄
せ
る
荒

50
年
史「
凱
風
」（
Ａ
４
版
１
３
６
頁
）

道商工連 50 周年・50 年史発刊記念祝賀会で挨拶する峰崎会長

テーブル席で和やかに歓談する皆さん



（２）

波
を
乗
り
越
え
て
来
た
50
年
を
振

り
返
り
、そ
の
貴
重
な
教
訓
を
生
か

し
な
が
ら
、道
商
工
連
の
次
の
半
世

紀
に
向
け
た
出
発
点
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。

祝
賀
会
は
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

　

50
周
年
祝
賀
会
の
宴
会
場
は
立

ち
席
で
、
午
後
５
時
50
分
開
場
し
、

ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
を
受
け
取

り
、
各
自
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
同
６

時
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し

た
。ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
黒
岩
真
美
さ

ん
は
シ
エ
ナ
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
奏
者
で
札
幌
大
谷
大
学
非

常
勤
講
師
。ピ
ア
ニ
ス
ト
の
江
畑

彩
子
さ
ん
も
ソ
ロ
活
動
や
伴
奏
者

と
し
て
活
躍
中
で
す
。軽
快
な
「
Ａ

列
車
で
行
こ
う
」か
ら
始
ま
り「
星

に
願
い
を
」「
イ
パ
ネ
マ
の
娘
」な
ど

な
じ
み
深
い
５
曲
を
披
露
し
、
喝

采
を
浴
び
ま
し
た
。

　

会
場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
主
催
者
の
挨
拶

と
な
り
、
峰
崎
直
樹
道
商
工
連
会

長
が
、
50
年
前
の
設
立
総
会
で
創

立
者
の
吉
田
忠
三
郎
氏
が
「
こ
れ

ま
で
労
農
提
携
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
労
農
商
連
携
が

日
本
の
形
を
変
え
る
大
き
な
力
に

な
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の

を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
と
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
三
橋
剛
北
海
道

副
知
事
が
挨
拶
し
、
石
川
敏
也
札

幌
副
市
長
が
秋
元
克
広
市
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。中
小

企
業
者
が
相
互
扶
助
の
精
神
に
基

づ
き
経
営
の
安
定
と
従
業
員
の
福

祉
向
上
を
図
り
、
北
海
道
や
札

クラリネットの黒岩真美さんと
ピアノの江畑彩子さん

峰崎直樹会長 三橋剛北海道副知事 石川敏也札幌市副市長

松木けんこう立憲民主党
北海道副代表（衆議）

須間等連合北海道会長

勝部賢志副会長（参議）



３

市
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
て
き
た

こ
と
に
、敬
意
と
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
は
、
脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
事
業

開
拓
や
、
経
営
相
談
や
各
種
の
制

度
融
資
や
、
販
路
拡
大
の
支
援
策

な
ど
の
活
用
を
訴
え
、
札
幌
市
は
、

人
手
不
足
対
策
で
の
外
国
人
材
の

受
け
入
れ
支
援
や
、
生
産
性
向
上

へ
の
Ｄ
Ｘ
活
用
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
の

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
北
海
道
総
支
部

連
合
会
の
松
木
け
ん
こ
う
副
代
表

（
衆
議
院
議
員
）
は
、
道
商
工
連
の

会
員
で
も
あ
る
中
小
企
業
経
営
者

の
一
人
と
し
て
、
決
算
の
黒
字
に
か

か
る
所
得
税
率
が
大
企
業
よ
り
高

い
の
に
違
和
感
を
受
け
た
と
し
、負

担
能
力
に
応
じ
た
仕
組
み
な
ど
も

研
究
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

連
合
北
海
道
の
須
間
等
会
長
は

本
年
の
春
闘
で
、
道
内
３
０
０
人

以
下
の
中
小
企
業
の
賃
上
げ
は
定

昇
込
み
４
・
４
６
％
に
な
っ
た
が
、

経
営
者
は
人
手
不
足
に
対
す
る
防

衛
的
な
賃
上
げ
だ
と
言
っ
て
い
る挨拶する顧問の道下大樹衆議（中央）、松木けんこう

衆議（左）、荒井ゆたか衆議（右）

と
説
明
。最
賃
も
50
円
引
き
上
げ

で
１
０
１
０
円
に
な
っ
た
。「
中
小

企
業
が
労
務
費
の
上
昇
分
を
価
格

転
嫁
で
き
る
環
境
整
備
に
今
後
も

一
層
取
り
組
ん
で
い
く
」と
、
賃
上

げ
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
、
勝
部
賢
志
道
商
工
連

協
同
組
合
理
事
長（
参
議
院
議
員
）

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、テ
ー
ブ

ル
に
次
々
運
ば
れ
て
く
る
料
理
を

食
べ
な
が
ら
の
歓
談
に
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
名
刺
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
、
そ
の
間
に
、
顧
問
の
国
会
議

員
や
、相
談
役
の
道
議
会
議
員
、札

幌
市
議
会
議
員
ら
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
こ
の
日
の

記
念
品
「
木
製
の
し
お
り
」
に
つ
い

て
、
販
売
者
の
あ
す
な
ろ
サ
ッ
ポ
ロ

の
松
坂
英
徳
代
表
取
締
役
か
ら
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
、
祝
宴
の
最
後

は
道
商
工
連
徳
永
エ
リ
副
会
長
が

挨
拶
し
、峰
崎
会
長
の
一
本
締
め
で

散
会
し
ま
し
た
。

道議を代表して梶谷大志
民主道民連合代表が挨拶

徳永エリ副会長（参議）林清治民主市民連合代表
札幌市議を代表して挨拶

祝賀会はクラリネットとピアノのコンサートで開幕、軽快な曲「A列車で行こう」で会場は和やかな雰囲気に

　

９
月
18
日
、
祝
賀
会
の
会

場
に
写
真
の
よ
う
な
お
忘
れ

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。お
気
づ

き
の
方
は
、
道
商
工
連
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

電
話
０
１
１
・
２
１
１
・

４
１
６
２（
道
商
工
連
）

お
忘
れ
物
で
す



（４）
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
端
末
の
普
及
が
目
の
負
担
を
増

や
し
、「
超
近
視
時
代
の
到
来
と
ま

で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
「
き
ょ
う
の
健
康
」（
２
０

２
４
年
10
月
７
日
）
で
放
送
し
ま

し
た
。20
分
間
休
憩
な
し
に
ス
マ
ホ

画
面
を
見
続
け
る
回
数
が
、
１
日

20
回
を
超
え
る
と
近
視
リ
ス
ク
が

高
ま
る
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
目
が
驚
く
ほ
ど

悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。慶
応
大
医
学

部
眼
科
教
室
の
近
視
研
究
チ
ー
ム

が
都
内
の
小
中
学
校
で
近
視
の
有

病
率
を
調
査
し
、
１
９
９
６
年
と

比
べ
ま
し
た
。６
歳
で
見
る
と
９
６

年
は
10
％
以
下
で
す
が
、
２
０
１

７
年
に
は
何
と
60
％
を
超
え
、
９

歳
で
は
80
％
（
20
％
）、
12
歳
だ
と

光
も
の
あ
る
と
爺
ち
ゃ
ん
拾

う
ク
セ

躓
き
は
前
に
進
ん
で
い
た
証

乙
姫
の
意
図
が
分
か
ら
ぬ
玉

手
箱

孫
落
ち
て
婆
は
神
社
を
悪
く

言
い

い
ま
は
も
う
年
金
暮
ら
し
の

神
田
川

俺
ば
か
り
見
る
球
場
の
ビ
ー

ル
売
り

先
に
出
た
ビ
ー
ル
な
く
な
る

頃
ギ
ョ
ー
ザ

こ
わ
い
な
あ
産
地
直
葬
い
う

誤
植

ア
ダ
ル
ト
に
エ
ッ
チ
な
意
味

は
有
り
ま
せ
ん

栄
一
さ
ん
来
た
が
諭
吉
と
す

ぐ
に
出
た

年
賀
状
前
に
値
上
げ
の
け
ち

く
さ
さ

株
価
よ
り
米
価
気
に
な
る
庶

民
で
す

パ
ニ
ッ
ク
で
「
１
１
０
番
て

何
番
だ
？
」

四
人
部
屋
不
治
の
病
の
ひ
と

優
し  

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

「
超
近
視
」時
代
の
子
ど
も
た
ち

90
％
（
60
％
）
を
超
え
て
い
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
内
）
は
同
年
齢
の
96
年
の

数
字
。

　

近
視
を
防
ぐ
に
は
20
分
ス
マ
ホ

を
見
た
ら
、
20
秒
間
、
20
フ
ィ
ー
ト

（
約
６
メ
ー
ト
ル
）
離
れ
た
所
を
見

る
と
い
い
そ
う
で
す
。眼
精
疲
労
を

軽
減
し
ま
す
。も
う
一
つ
大
切
な
の

が
野
外
活
動
で
、
台
湾
が
２
０
１

１
年
か
ら
１
日
２
時
間
以
上
の
野

外
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
こ
の

年
を
境
に
近
視
の
児
童
が
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。１
０
０
０
ル
ク
ス
以

上
の
日
光
に
近
視
抑
制
効
果
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
明
る
い

場
所
に
い
る
と
、網
膜
の
中
で
ド
ー

パ
ミ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
が

つ
く
ら
れ
、そ
れ
が
近
視
を
抑
制
す

る
そ
う
で
す
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

つ
ま
づ


